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１． 目的 

 本研究の目的は、教員養成系の大学生を対象と

して、1)学生のパラスポーツの参加及びきっかけの

状況、2）障がい者とパラスポーツに関する知識及び

関心の関連を明らかにし、教員養成機関の学生を対

象としたパラスポーツ普及のための示唆を得ること

である。 

 

２． 研究方法 

2024年の 12月に、地方国立大学の教育学部で、

保健体育教員の免許取得を希望する 1-4年生の学生

を対象として、Geogleフォームを用いたオンライ

ンアンケート調査を行った。アンケートでは、対象

者の属性(2項目)、障がい者・パラスポーツとの関

わりの経験(パラスポーツに関わったきっかけ等)(9

項目)、障がい・パラスポーツに関する知識(障がい

の分類、障がい者マーク、パラスポーツの定義)(3

項目)、障がい及びパラスポーツに対する関心(7項

目)の計 21項目について回答を得た。障がいに関す

る知識では、1問 1点で計 7点満点、パラスポーツ

の知識では 1問 1点、計 3点満点とした。 

 

３． 結果と考察 

1) データ分析の対象 

男子 25 名、女子 15 名、その他 1 名の計 41 名で

あった（回収率 44.6％）。 

２）学生のパラスポーツの参加及びそのきっかけ 

パラスポーツの経験者は 70.7%であった。授業で

経験した人が最も多く、53.7%であった。その中で

も、特に、保健体育の授業で関わったという人が最

も多く、68.3%であった。パラスポーツを知った機

会で見ると、パラスポーツ経験者の中では学校で知

った人が最も多く 75.9%であった。パラスポーツに

ついて知ったり、関わったりする主なきっかけが学

校であり、特に、保健体育の授業でその機会が多く

見られることが認められた。 

３）障がい者とパラスポーツに関する知識及び関

心の関連 

障がいに関する知識において、合計点の平均 

は、7 点満点中、パラスポーツ経験者で 4.2 点、未

経験者で 3.6点であった。パラスポーツの知識につ

いて 3点満点中、全問正解した学生は、パラスポー

ツ経験者が 72.4%、未経験者が 41.7%であり、統計的

な有意差は認められなかったものの、経験者の方が

高い傾向が認められた。障がい者への支援に関心が

あると答えた学生は、パラスポーツ経験者で 48.3%、

未経験者で 50.0%であり、有意な差は見られなかっ

た。 

 

４．結論 

教員養成系大学の学生の 7割以上が、パラスポー

ツの経験を有し、その主なきっかけが学校での保健

体育の授業であることが明らかになった。パラスポ

ーツ経験者は未経験者に比べて、障がい及びパラス

ポーツに関する知識が高い傾向が認められたものの、

障がい者への支援に対する関心には有意な差が認め

られなかった。今後は、特に保健体育教育に関わる

学生に対して、学校教育を通したパラスポーツの機

会提供の重要性の理解、さらに障がい者及びその支

援への関心を高めていけるような工夫の必要性を指

導していく必要がある。 
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